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転 入 生 の 保 護 者 の 方 へ  

 

 

1. ご 家 庭 で 用 意 し て い た だ き た い も の  

基 本 的 に は 、 現 在 の 学 校 で 使 用 し て い る も の で 構 い ま せ ん 。 転 入 後 使 用 し てみ

て 必 要 で あ れ ば 再 度 用 意 し て く だ さ い  

 
（ １ ） 学 用 品 

  以 下の 7点 はご 家庭 で 準備 して くだ さい 。 

① 筆 箱（ 箱形片 面 開 き 、 無地 、鉛 筆削 りな し ） 

② 鉛 筆４ ～５ 本（ ２Ｂ ） 

③ 消 しゴ ム (消 し やす い もの 、に おい なし ) 

④ 赤 鉛筆 １本 

⑤ は さみ 

⑥ 下 じ き （ A4無 地 ）  

⑦ 色 鉛 筆 （ 12色 、 平た い ケ ー ス の も の ） ＊ 「 ク ー ピ ー 」 は不 可 。 

・ 文 具は 学習 に集 中す る ため 、飾 りや ゲー ム 性の ない もの にし て くだ さい 。 

・ 左 利き 児童 につ いて は、（は さみ 等） ご家 庭 でよ く考 え揃 えて く ださ い。 

⑧ 防 災 ず き ん 

 

（ ２ ） 身 じ た く 

・ 通 学服 につ いて は、 制 服は あり ませ ん。  

・ 動 きや すく 、よ ごれ て もよ い服 装で 登校 し てく ださ い。 

・ 靴 は着 脱が しや すい 運 動靴 でお 願い しま す 。 

 

 ① 通 学 カ バ ン 

   ・ ラン ドセ ル等 、 背負 える もの でお 願 いし ます 。 

  ② 校 帽  （学 校指 定 のも の） 

  ③ 上 ば き ・ 上 ばき 入 れ ・ 傘 

・  上 ば きは 、地 が白 いシ ュ ーズ を用 意し てく だ さい 。 

（ つ ま先 部分 に色 が入 っ てい ても かま いま せ ん） 

（ 体 育で 使い ま すので 、 足の 大き さ に合っ た 靴底 の厚 め のもの

を 用 意し てく ださ い。）  

 

 

 

④ 体 育 関 係 

・  体 育 着（ 指定 のも の） と 赤白 帽を ご用 意く だ さい 。 

・  体 育 着を 入れ る体 育袋 も 合わ せて ご用 意く だ さい 。 

（ 家 庭で 作っ たも ので も 結構 です。） 

・  冬 の 体 育 で は 、 上 は ト レ ー ナ ー （ フ ー ド や チ ャ ッ ク が な い も

の ） 

下 は 長 ズボ ン （ ジャー ジ 素 材で 黒 や 紺のも の ） を着 用 す ること

が で きま す。 

 

   ＊ 校帽 、体 育着 は 、角 屋商 店（ ３９ ２ ２ -８ ２５ ３） で購 入 でき ます 。 

 

 

 

長 傘  

上ばき 
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（ ３ ） 掃 除 関 係 

・ 掃 除 の と き に ぞ う き ん を 使 い ま す 。 机 ふ き 用 （ う え ） と ゆ か ふ き 用 （ し た ） を 区 別

す る ため 、油 性ペ ンで 「 うえ」「し た」 と、 書 いて くだ さい 。 

・ ぞ うき んを 机の 前に か ける ため に洗 濯バ サ ミを ４つ 用意 して く ださ い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ４ ） 手 さ げ 袋 

・ 市 販の 物で も構 いま せ ん。 

・ 廊 下 の フ ッ ク に か け ら れ る よ う に 、 持 ち 手 が 、 あ ま り 長

く な いも のを ご用 意く だ さい 。 

・ 内 側に 記名 して くだ さ い。 

・ 体 育 着 や 上 履 き の 持 ち 帰 り 、 図 書 用 の 手 提 げ に 使 い ま す 。 

２ つ 用 意 し て く だ さい 。  

 

（ ５ ） 巾 着 袋 

・ の り や は さ み な ど の 文 房 具 を 入 れ て 、 机 の 横 に 掛 け ま す 。 

・ 巾 着 の ひ も の 長 さ は 床 に つ か な い 長 さ （ 口 を と じ た 状 態

で １ ５ ｃ ｍ 程 度 ） に し て く だ さ い 。  

 

 

 
横： 40cm位  

 

 

  縦： 30cm位  
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位  

○○○○  

ゴ ム 

校 章 

名 前 

体 育 袋 は 、 巾 着

の 方 が 廊 下 に か

け や す く て よ い

で す 。 

袋の口を広げた

ときにひもが 

余らないように 

体育着を入れる袋 

う

え 

名前  

28cm位  
 

18cm位  
 

4 0 c m に 切 っ た ひ も （ プ

ラ ス チ ッ ク 不 可 ） を 使 う

と よ い 。 ゴ ム ひ も ・ プ ラ

ス チ ッ ク 製 は 不 可 。 洗 濯

バ サ ミに も記 名。 

 

体育着（上） 

赤白ぼうし 
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（ ６ ） 給 食 袋 

 ・ 給食 用の口 拭 き ハ ン カ チ と ラ ン チ ョン マ ッ ト を入 れ毎 日 持 た せて くだ さい 。 

 

ラ ン チ ョ ン マ ッ ト は 、 給 食 の お ぼ ん よ り 大 き く 、 机 よ り 小 さ い も の を

ご 用 意く ださ い。 

・ お ぼん の大 きさ ･･･縦 約 ２９ ｃｍ 、横 約３ ８ ｃｍ 

・ 机 の大 きさ ･･･････縦 約 ４０ ｃｍ 、横 約６ ０ ｃｍ 

（ ラ ン チ ョ ン マ ッ ト の 大 き さ の 目 安 は 、 た て ３ ０ ｃ ｍ 、 横 ５ ０ ｃ ｍ 程

度 で す。 正方 形の もの や 、市 販の もの でも か まい ませ ん。） 

ま た 、 給 食 袋 の ひ も は 床 に つ か な い 長 さ （ 口 を と じ た 状 態 で １ ５ ｃ ｍ

程 度 ） で お 願 い し ま す 。  

 

＊ 白 衣 

児 童 用白 衣は 、そ の週 の 給食 当番 にな った 児 童が 家庭 に持 ち帰 り ます 。 

洗 濯 し て 、 月 曜 日 に 学 校 に 持 た せ て く だ さ い 。 共 用 の も の な の で 、 ア イ ロ ン を か け て

く だ さ い 。 ま た 、 ボ タ ン が と れ て い た 場 合 は 、 お 手 数 で す が 、 ボ タ ン を つ け て い た だ

け る と助 かり ます 。ご 協 力よ ろし くお 願い し ます 。 

 
（ ７ ） そ の 他  

常 に 通 学 カ バ ン に 入 れ て お く も の  

① 予 備 の ハ ン カ チ ・ テ ィ ッ シ ュ  

② 使 い 捨 て マ ス ク ５ 枚 程 度 （ 給 食 当 番 や 感 染 症 予 防 の 際 に 使 用 し ま す 。）  

③ ビ ニ ー ル 袋 （ 持 ち 手 が つ い て い る も の ） １ 枚  

・ 急 な 荷 物 の 持 ち 帰 り や 、 濡 れ た も の 、 汚 れ た も の 、 生 活 科 等 で 拾 っ た 自 然 の も の  

な ど の 、 持 ち 帰 り で 使 い ま す 。  

④ 水 ・ 水 筒  

・ 肩 紐 （ 肩 か ら 斜 め に か け ら れ る 長 さ ）・ 持 ち 手 （ 机 横 の フ ッ ク に か け ら れ る よ う に ）

が あ る も の を ご 用 意 く だ さ い 。  

 

2. 保健について～学校生活を健康に過ごすために～ 

（ １ ）早 退す ると き・ 緊 急時 の連 絡 

け が や 病 気 等 で 授 業 を 受 け ら れ な い と き は 早 退 に な り ま す 。 安 全 の た め 、 早 退 す る 場

合 は 保 護 者 に 迎 え に 来 て い た だ き ま す （ 遅 刻 の 場 合 も 保 護 者 が 付 き 添 い 、 大 人 か ら 大

人 に 引 き 渡 す こ と にな っ て い ま す ）。 

 

石 神 井台 小学 校で は早 退 の目 安を 次の よう に して いま す。 

① お おむ ね 37.5℃ 以上 の 発熱 がみ られ る場 合 

② 一 時間 休養 して も回 復 がみ られ ない 場合  

③ 感 染症 の疑 いが ある 場 合 

④ 心 身の 状態 から 授業 を 受け るこ とが 困難 で ある 場合 

⑤ 早 急な 受診 が必 要な 場 合等 です 。 

 

大 き な け が 等 、 緊 急 の 場 合 は 家 庭 へ の 連 絡 後 、 直 接 病 院 へ 連 れ て

行 く 場 合 も あ り ま す 。 緊 急 時 に 備 え て 、「 児 童 調 査 票 」「 保 健 調 査

票 」 で 連 絡 先 を 学 校 に 知 ら せ 、 変 更 が あ っ た ら 担 任 に ご 連 絡 く だ

さ い 。 多 く の 医 療 機 関 で は 保 護 者 と 連 絡 が 取 れ な い 状 態 で は 診 療 が

受 け られ ませ ん。 

＊ 校 庭開 放や ねり っこ 石 台ひ ろば での けが や 病気 の手 当は 、そ れ ぞれ の指 導員 の方 が 

行 い ます 。 
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（ ２ ）健 康診 断 

子 供 たち が自 分の 体の 様 子を 知り 、健 康で 安 全な 学校 生活 を送 る こと がで きる よう に 

４ ～ ６月 に定 期健 康診 断 を行 いま す。 また 必 要に 応じ て臨 時の 健 康診 断を 行い ます 。 

健 康 診 断 に 際 し て 提 出 し て い た だ く も の が 数 多 く あ り ま す 。「 お 知 ら せ 」 等 を 出 し ま す

の で 、よ くお 読み いた だ き期 日を 守っ てご 提 出く ださ いま すよ う お願 いし ます 。 

健 康 診 断 の 結 果 は 、 検 診 項 目 の す べ て が 終 了 し た 後 、 お 知 ら せ し ま す 。 な お 、 病 気 や

異 常 の 疑 い の あ る 場 合 に は 、 そ の つ ど 「 治 療 ・ 検 査 の お す す め 」 の 用 紙 を 渡 し ま す 。

で き るだ け早 く専 門医 の 診察 を受 けて くだ さ い。 

 

（ ３ ）児 童の 保健 調査 票 につ いて   

お 子 さ ま の 普 段 の 身 体 の 状 態 や か か り つ け 医 、 緊 急 時 の 連 絡 先 な ど を 記 入 し て い た だ

き ま す 。 学 校 で け が を し た り 、 病 気 に な っ た り し た と き に 参 考 に さ せ て い た だ く 重 要

な 書 類 で す 。 勤 務 先 等 、 な る べ く 詳 し く ご 記 入 く だ さ い 。 ま た 、 携 帯 電 話 番 号 の 変 更

や か か り つ け 医 の 変 更 な ど 、 内 容 に 変 更 が あ る 時 に は 、 そ の 都 度 担 任 へ ご 連 絡 く だ さ

い 。 毎 年進 級時 に記入 事 項の 確認 をお 願い し 、６ 年間 使用 しま す 。 

緊 急 時 の 保 護 者 の 連 絡 先 や 連 絡 の 方 法 は 、 児 童 カ ー ド （ 黄 色 ）・ 保 健 調 査 票 に 記 入 す る

と と もに 、お 子様 にも 教 えて おい てく ださ い 。 

 

（ ４ ）学 校で 予防 すべ き 感染 症に つい て 

集 団 生 活 で 感 染 を 広 げ な い よ う 、 法 規 に よ っ て 「 学 校 で 予 防 す べ き 感 染 症 」 が 定 め ら

れ て い ま す 。そ れ らの 感 染 症 に かか っ た場 合 (「 疑 い 」 を含 む )に は 、 出 席 停止 と なり 登

校 で き ま せ ん 。 治 癒 ま た は 感 染 の お そ れ が な く な り 登 校 す る と き に は 、 登 校 届 を 提 出

し て い た だ き ま す 。 用 紙 は 保 健 室 ・ 職 員 室 に あ り ま す の で 担 任 を 通 じ て 請 求 し て く だ

さ い 。 ま た 本 校 ホ ー ム ペ ー ジ に も 載 せ て い ま す の で 、 プ リ ン ト ア ウ ト し て ご 利 用 く だ

さ い 。 

＊ イ ン フ ル エ ン ザ 流 行 期 は 、 37.5℃ に 達 し て い な く て も 、 平 熱 よ り 高 い 場 合 や 、 頭 痛 ・ 寒 気

な ど の 前 駆 症 状 が 見 ら れ た 場 合 は 、 迎 え に き て い た だ く こ と が あ り ま す 。 ま た 、 感 染 性 胃

腸 炎 の流 行期 は、 嘔吐 ・ 下痢 がな くて も吐 き 気が おさ まら ない 場 合、 早退 にな りま す 。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

感 染 し や す い た め 出席 停 止 に な る 感 染 症の 例 

  インフルエンザ・感染性胃腸炎・溶連菌感染症・伝染性紅斑(リンゴ病)※・マイコプラズマ肺炎・流 行 性 耳 下

腺 炎 （ お た ふ く か ぜ ）・ 麻 疹 （ は し か ）・ 風 疹 (三 日 ば し か )・ 水 痘 （ み ず ぼ う そ う ）・ 咽 頭 結 膜 熱

（ プ － ル 熱 ）・流 行 性角 結 膜 炎 （ は や り 目） 等 ・ 新 型 コ ロ ナ ウイ ル ス 感 染 症 
※ 伝 染 性 紅 斑 （ リ ン ゴ 病 ） は 頬 が 赤 く な っ た と き は 病 気 の 終 わ り 際 な の で 、 そ の 時 点 で 出 席 停 止 に し て も 感 染

拡 大 を 抑 え る 効 果 は 薄 い と さ れ て い ま す 。 し か し 無 理 な 登 校 で 治 癒 が 遅 れ 、 結 果 的 に 感 染 を 広 げ て し ま う こ と

が し ば し ば あ る の で 、 必 ず 主 治 医 の 診 療 を 受 け て 登 校 し て も 良 い か ど う か 確 認 し て か ら 登 校 さ せ て く だ さ い 。  

 
登 校 前に 、お 子さ んの 顔 や様 子を じっ くり 見 てく ださ い。 

＊ 顔 色が よく ない 

＊ 表 情が とぼ しい               

＊ 元 気が ない 

＊ 食 欲が ない                    

＊ 頭 痛や 腹痛 があ る             

＊ 吐 き気 や下 痢が ある  な ど 

 

★ 児 童 の 中 に は 、 免 疫 力 が 低 下 し て い て 感 染 症 が 重 症 化 し や す い お 子 さ ん や 、 計 画 的 な 手 術 や 入 院 検

査 を 控 え 感 染 症 に か か ら な い よ う 気 を 付 け て い る お 子 さ ん が い ま す 。 マ ス ク や 手 洗 い な ど 病 気 を う

つ さ れ な い よ う に す る 受 け 身 の 感 染 予 防 に も 限 界 が あ り ま す 。  

感 染 症 予 防 の 最 も 有 効 な 手 立 て は 、 感 染 ・ 発 病 者 が き ち ん と 休 ん で 感 染 を 広 げ な い こ と で す 。 感 染

症 に か か っ た ら 、 他 の 人 に う つ さ な い よ う 、 必 要 な 期 間 は し っ か り と 休 み ま し ょ う 。  

 

 

集 団 で の 学 習 が で きな い 健 康 状 態 で 、 無理 な 登校は 

させないでください。  

＊欠席の場合はsigfy（シグフィ）で連絡をします。 

電 話 は や む を 得 な い場 合 を 除 き 、 ご 遠 慮く だ さ い 
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3. 安 全 な 登 下 校 に つ い て  

 

（ １ ） 通 学 路 

本 校 では 通学 路と して 、 くだ もの 名・ 色別 で 以下 ６コ ース 5色を 指 定し てい ます 。 

 い ち ご ・ り ん ご （赤 ）、 ブ ル ー ベリ ー （青 ）、 メ ロ ン （緑 ）、バ ナ ナ （ 黄 ）、も も （ピ ン ク ） 

 

 ＊ 自分 の家 から 一番 近 い通 学路 に出 るよ う にし てく ださ い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 登 下 校 の 時 間や ル ー ル に つ い て 

 ・ 校帽 をか ぶり ます 。 

 ・ 忘れ 物が あっ ても 取 りに 帰ら ず、 学校 に 来ま す。 

 ・ 登校 時間 は、 ８時 １ ５分 から ８時 ２５ 分 です 。 

８ 時 ２５ 分ま でに 、学 習 の準 備を しま す。  

 ・ 登校 時間 前に は、 登 校し ませ ん。 

   ※ 下校 時刻 は、 学 校だ より 等で 確認 し てく ださ い。 

 

4. 給 食 に つ い て  
 ＊ 給食 当番 の児 童は 、 白衣 、帽 子、 マス ク を着 用し ます 。 

 

給 食 献 立 表 を 毎 月 お知 ら せ し ま す 

・ ア レル ギー のあ るお 子 さん で、 給食 に配 慮 が必 要な 方は 、別 途 書類 を提 出し てく だ さい。 

 

5. 学 納 金 に つ い て  
・ 教 材費 等の 納入 は、『 ゆ うち ょ銀 行総 合口 座 から の引 き落 とし 』 です 。 

・「 自 動 払 込 利 用 申 込 書 」 に 記 入 し 、 転 入 初 日 に お 持 ち く だ さ い 。  

・ 郵 便 局 の 総 合 口 座 を お も ち で な い 方 は 、 口 座 を 開 設 し て く だ さ い 。  

 

6. 個人情報の取り扱いについて 

◎ 学校が作成した児童名簿等の個人情報に係る適切な取り扱いについて 
 
  令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 よ り 施 行 さ れ た 「 個 人 情 報 報 保 護 法 」 に 則 り 適 切 な 対 応 が 学 校 で も 必 要 と

な り ま す 。 そ こ で 、 児 童 の 名 簿 等 の 配 布 に つ い て お 願 い を 申 し 上 げ ま す 。  
  新 学 期 に 保 護 者 の 皆 様 に 対 し て 学 級 構 成 を 伝 え る こ と （ ク ラ ス 分 け 名 簿 ） や 行 事 ・ 学 級 等 で

の 班 編 成 な ど 学 校 の 様 子 を 伝 え る こ と な ど は 、 学 校 と 家 庭 の 円 滑 な 連 携 や 保 護 者 へ の 説 明 責 任
を 果 た す こ と で あ り 、 教 育 活 動 の 理 解 を 得 る た め に 必 要 な 情 報 提 供 で あ る と 考 え ま す 。 つ き ま
し て は 、 こ れ ら の 名 簿 等 の 配 付 に よ り 、 伝 え る こ と を ご 理 解 く だ さ い 。  

 

な お 、 同意 いただ けな い 場 合は 、その 旨を 学 校 まで お伝え くだ さい 。 個 別に対 応さ せ

てい ただきま す。  

 
 危 険 な場 所（ 通学 路地 図 参照 ） 

① 富 士街 道・ 石神 井特 別 支援 学校 正門 前の 横 断歩 道 

② 白 ふじ 幼稚 園か ら富 士 街道 へ北 上す る途 中 ・お 地蔵 様付 近の 横 断歩 道 

③ お 地蔵 様か ら特 別支 援 学校 へ向 かう 道 

④ 信 号か ら南 大泉 へ向 か う狭 い道 

⑤ 学 校正 門か ら南 下し た 最初 の十 字路 （信 号 なし ） 

⑥ 白 ふじ 幼稚 園の 裏通 り 

⑦ 白 ふじ 幼稚 園か らお 稲 荷様 まで の通 り 

⑧ サ ミッ ト駐 車場 出入 口      ① ⑤に は 、学 童擁 護員 がた ち ます 。 

 


